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第３四半期の売上収益は、1,878億円となり、前年からプラス12.7％、212億円の増収となりました。
増収額のうちの約半分、105億円は、円安に伴う為替のプラス影響となりますので、為替を除いた実質ベースでは、
約106億円の増収となります。
上期同様、レーザー複合機・プリンターの製品本体の販売が、モノクロ・カラーともグローバルで好調だったことに加え、
産業機器もIT関連・⾃動⾞/⼀般機械向けとも好調だったことが、主な要因です。

事業セグメント利益は、224億円となり、前年⽐ 77億円の⼤幅な増益となりました。
在庫未実現利益の消去に係る為替影響が、この四半期は前年との⽐較で約30億円の益要因となったことや産業
機器が好調だったマシナリー事業の⼤幅な増益が、業績に⼤きく貢献しました。

営業利益は、218億円となり、前年から106億円の増益となりました。
事業セグメント利益以外の要素では、昨年は約37億円あった為替予約にかかる評価損が今期は約7億円となり、
ネットで30億円改善したことが主な要因です。

親会社の所有者に帰属する四半期利益は、162億円となり、前年から45億円の増益となりました。
なお、前期の税⾦費⽤がほとんどゼロになっているのは、⼦会社のエクシングを100％⼦会社化したことで、連結納
税範囲が変更となり、繰延税⾦資産を追加計上できたことが要因です。
これによる効果が約30億円ありました。
また、⽶国の法⼈税減税による税効果会計上の⼀時的な影響として、法⼈所得税費⽤が約８億円増加しており
ます。
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次に、第3四半期の事業セグメント利益の増減分析です。

売上増減の プラス72億円ですが、主な要因としては、
販売が好調だったP&S事業が、在庫未実現利益の消去に係る為替影響の約30億円を含め、約40億円のプラス、
産業機器が好調だったマシナリー事業が約30億円のプラスとなります。

次に価格が変動したことによる利益へのマイナス2億円の影響ですが、ほぼP&S事業におけるものです。
傾向としては上期と変わらず、SOHO向け中⼼にプリンティングの事業環境は安定しておりますが、注⼒分野である
SMB市場向けについては、欧州を中⼼に⼤⼝案件が増えており、その影響が価格変動のマイナスというかたちで出
てきております。

次に、コストダウンによる利益へのマイナス７億円の影響ですが、ほぼすべてがP&S事業となります。
為替影響のプラス38億円ですが、ほぼすべてがユーロ円が円安となった影響となります。

次に販管費が増加したことによる利益の減少要因18億円は、マシナリー事業が半分弱、残りはN&C事業とP&S
事業という構成になります。

研究開発費が増加したことによる利益の減少要因７億円は、ドミノ事業で４億弱、あとはP&SとP&Hというイメー
ジです。
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次に、第3四半期業績のセグメントごとのまとめです。

説明は省略します。



5

次に、第3四半期累計業績の説明です。

説明は省略します。
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次に、第3四半期累計の事業セグメント利益の増減分析です。

説明は省略します。
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次に、第3四半期累計業績のセグメントごとのまとめです。

説明は省略します。
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次に業績予想についてです。
Q3まで、各事業の進捗状況は概ね計画線で推移してきておりますので、今回は予想を据え置きといたしました。
為替の前提レート、事業別・地域別の内訳を含め、すべて前回予想のままです。
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<通信・プリンティング機器の本体・消耗品別の対前年売上伸び率（為替を除く）の内訳>

Q3 Q3累計 通期

本体 ＋10％ +10% +6%

消耗品 +3% ▲2% ▲1%

<通信・プリンティング機器の印字カテゴリー別の対前年売上伸び率（為替を除く）の内訳>

Q3 Q3累計 通期

インクジェット 約+2% 約+2% 約▲1%

レーザー 約+7% 約+4% 約+3%

<通信・プリンティング機器の売上収益に占める消耗品⽐率>

Q3 Q3累計 通期

消耗品⽐率 56％ 57% 58%
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通信・プリンティング機器の第３四半期の売上収益は985億円で、現地通貨ベースでは対前年で
5.9％の増収となりました。
伸び率の内訳は、ハードがプラス10％、消耗品がプラス３％となりました。

ハードについては、SOHOユーザーをターゲットとしたモノクロレーザーのコンパクトモデルの需要が⾼く、グローバルで販
売が好調となっていることに加え、カラーレーザーも欧⽶で⾼い成⻑が続いております。

インクジェット複合機は、新興国ではインクタンクモデルへのシフトが続いているものの、欧⽶では市場縮⼩の影響によ
り、マイナスとなっております。⽇本も市場は弱いものの、第3四半期は前年を上回りました。
消耗品については、⽶州での需要が弱かったものの、他の地域は概ね堅調に推移しました。

電⼦⽂具は、ほぼ前年並みで推移しました。ピータッチブランドで展開しているラベルライターは総じて堅調だったもの
の、昨年に⽐べると、モバイルプリンターなどのソリューション案件が少なかったことが、前年並みとなった要因と考えてお
ります。



12

第3四半期の売上収益は136億円、現地通貨ベースの伸び率では、5.9％の減収となりました。
地域別では、⽶州がマイナス11・8%となり、全体を押し下げる要因となっています。
⽶州は中⾼級機を中⼼に、需要が弱かったことが要因と考えております。
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第３四半期の売上収益は、⼯業⽤ミシンが88億円、産業機器が168億円、⼯業⽤部品が50億円となりました。

⼯業⽤ミシンは、中国での堅調が続いていることに加え、需要が低迷していてたインド・ベトナムなどが下期に⼊り回
復してきております。
欧⽶についても、⾃動⾞関連の需要が堅調なことに加え、「ガーメントプリンター」の新モデルが好調に推移しており、
業績に⼤きく貢献しております。

産業機器は、上期同様、IT関連の⼤⼝受注の影響だけでなく、⾃動⾞関連の売上が順調に拡⼤しており、⼤幅
な増収となりました。

⼯業⽤部品は、⼩型減速機、⻭⾞とも、機械需要の拡⼤や、⼯場の⾃動化ニーズの拡⼤に伴い、堅調に推移し
ております。
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第3四半期の売上収益は、131億円、ほぼ前年並みの⽔準となりました。
カラオケ事業、直営店舗事業とも総じて堅調が続いております。
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売上収益は170億円となり、ポンドベースの伸び率では、1.8％の微減収となりました。
地域別でみていただくと、⽶州での落ち込みが⼤きく、マイナス17.3％となっております。
これは主にコーディング＆マーキング事業において、案件の期ずれの影響や、製品ミックスの影響が⼤きくでたものとな
ります。16年度の下期に発売したインクジェットタイプの製品の販売が伸びていることが、ミックス低下の要因となって
おります。受注状況に関しては、おおむね安定しており、⼤きな変化はありません。

第3四半期の事業セグメント利益が7億円と、前期に⽐べて8億円の減益となっている要因ですが、
要因としては、減収やミックスの変化などの売上に起因する部分が半分、開発費などの先⾏投資の増加の影響で
半分というイメージです。
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